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令和７年第４回定例会（12⽉） ⼀般質問

令和7年12⽉8⽇

○議⻑（沓掛義範） ５番、佐藤昭⽣議員。

１、本市におけるスポーツ競技⼒向上対策の取組についての質問を許します。

佐藤昭生議員。

〔５番 佐藤昭生質問者席登壇〕

◆５番（佐藤昭生） 通告に従いまして４項目について順次質問いたします。

それでは、１項⽬めとして、本市におけるスポーツ競技⼒向上対策の取組について伺い

ます。

まず初めに、９⽉に実施されました県⺠スポーツ⼤会におきまして、市⻑をはじめ多く

の市の職員の方に応援をいただきました。改めて厚くお礼を申し上げます。ありがとうご

ざいました。

本年度の県⺠スポーツ⼤会の総合成績は、16郡市の中で昨年に続いて13位という結果

に終わりました。ソフトテニス、バレーボール、ソフトボール、野球と10点以上獲得し、

上位に入った競技種目もありましたが、組合せに恵まれなかった種目もあり、いま一歩の

成績でありました。出場選手は精いっぱい頑張りましたが、トータルではこのような結果

となってしまいました。

そこで、市として競技⼒向上対策についてどのように取り組んでいるのか、以下の３点

についてお伺いします。

（１）県⺠スポーツ⼤会の結果について。

（２）競技スポーツの振興について。

（３）「人材育成」と「環境整備」について。

○議⻑（沓掛義範） １、本市におけるスポーツ競技⼒向上対策の取組については、社会

教育課⻑より答弁があります。

衛藤社会教育課⻑。

〔社会教育課⻑ 登壇〕

◎社会教育課⻑（衛藤幸司） 本市におけるスポーツ競技⼒向上対策の取組についてのご

質問にお答えいたします。

本年開催された第78回⼤分県⺠スポーツ⼤会の結果は、総合13位であり、昨年も13位、

⼀昨年は11位でＣ部優勝、躍進賞でありました。この結果は、本市の総合的な競技⼒向

上及び選手の育成と組織的支援の強化を進めていくための重要な指標となっています。

また、競技⼒向上を図るための競技スポーツの振興につきましては、豊後⼤野市スポー

ツ協会にて、選⼿の育成及び競技実践⼒を⾼めることを⽬的に、過去３⼤会の実績を踏ま

え、強化費交付制度を設け、取組を⾏っています。

さらに、県⺠スポーツ⼤会開催⽇までの１か⽉間において、社会体育施設の使⽤料を減

免する措置を講じています。

人材育成につきましては、現在、中学校部活動の地域展開を進め、専門的な指導を受け

られる環境づくりを推進しています。ジュニアユース世代の育成を競技団体がサポートす
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ることにより、将来における⼈材育成が図られるものと考えています。これにより、県⺠

スポーツ大会において未出場となっていた種目についても、人材発掘と育成につながるも

のと捉えています。さらに、本市出⾝者が県⺠スポーツ⼤会へ出場できるふるさと制度や、

本市内にある総合型地域スポーツクラブの会員であれば出場できる総合型地域スポーツク

ラブ制度の活⽤も積極的に勧め、継続的に競技機会を得られる環境を整え、競技⼒の持続

的な向上を支える取組を継続してまいります。

環境整備につきましては、恵藤建設武道スポーツアリーナが供用開始の運びとなり、ス

ポーツツーリズム受⼊れ団体との交流による競技⼒向上にも取り組んでまいります。

〔社会教育課⻑ 降壇〕

○議⻑（沓掛義範） 佐藤昭⽣議員、再質問ありますか。

佐藤昭生議員。

◆５番（佐藤昭生） 強化費交付制度について、どのようなものか具体的にお伺いします。

○議⻑（沓掛義範） 衛藤社会教育課⻑。

◎社会教育課⻑（衛藤幸司） 具体的には、過去３⼤会の成績が５点未満から15点以上

を５段階に区分しまして、７万5,000円から20万円の区分で交付を⾏っております。令

和７年度の交付実績については、28種⽬に対して292万円を交付しています。

○議⻑（沓掛義範） 佐藤昭⽣議員。

◆５番（佐藤昭生） 分かりました。

次に、県⺠スポーツ⼤会開催⽇まで、社会体育施設の使⽤料の減免が１か⽉間というこ

とでありましたが、短過ぎるのではないかと思います。３か月ぐらいにしてはいかがでし

ょうか、お伺いします。

○議⻑（沓掛義範） 衛藤社会教育課⻑。

◎社会教育課⻑（衛藤幸司） 市⺠スポーツ⼤会として県⺠スポーツ⼤会出場のための予

選会を開催して選抜チームで出場している種⽬もあります。実質は、その市⺠スポーツ⼤

会の１か月間も合わせて２か月間の減免措置を取っている種目もあります。そのように、

予選会を⾏って団体選抜を決めて出場する種⽬については、３か⽉前に代表チームを編成

することが困難な状況にあるという種⽬もあります。今後は、種⽬部と不均衡が⽣じない

支援について協議をしてまいりたいと考えております。

○議⻑（沓掛義範） 佐藤昭⽣議員。

◆５番（佐藤昭⽣） 県⺠スポーツ⼤会前に早めに取り組んでいただいて、３か⽉ぐらい

減免でやっていただきたいと思います。

次に、県⺠スポーツ⼤会未出場種⽬のうち、出場可能性のある種⽬について伺います。
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○議⻑（沓掛義範） 衛藤社会教育課⻑。

◎社会教育課⻑（衛藤幸司） これまでも未出場となっていた種⽬について勧誘活動を続

けております。今年の⼤会においては、ウエートリフティング競技に出場を果たすことが

できました。今後は、⼭岳⼥⼦などの未出場となっている種⽬の参加や、あとは個⼈種⽬

の競技の出場者を増やすなどの勧誘活動を⾏ってまいりたいと考えております。

また、先ほども申しましたが、中学校部活動の地域展開を進めていく中で、ジュニアユ

ース世代の育成を図って、そういった未出場になっている種目について、将来的に参加で

きる体制づくりに積極的に取り組んでまいりたいと考えております。

○議⻑（沓掛義範） 佐藤昭⽣議員。

◆５番（佐藤昭⽣） よく市⻑に全国⼤会出場報告とかがありますので、ぜひ取り組んで

いただきたいと思います。

次に、ふるさと制度を活⽤した選⼿の参加状況について伺います。

○議⻑（沓掛義範） 衛藤社会教育課⻑。

◎社会教育課⻑（衛藤幸司） 令和７年度の実績ですが、ふるさと制度活⽤については2

8名、総合型地域スポーツクラブ制度の活⽤が46名ということで、双⽅とも、その活⽤の

⼈数、活⽤率とも県内で２番⽬に多いという実績になっております。

○議⻑（沓掛義範） 佐藤昭⽣議員。

◆５番（佐藤昭生） これは競技⼒向上にもつながっていると思いますので、引き続いて、

その制度を⽬いっぱい使っていただきたいと思います。

次に、上位に⼊った競技団体や⼊賞者に報奨制度、いわゆるインセンティブを考えてい

るのか。いかがでしょうか、お伺いします。

○議⻑（沓掛義範） 衛藤社会教育課⻑。

◎社会教育課⻑（衛藤幸司） 先ほど答弁いたしました強化費交付制度も実施しておりま

す。それと、これまではそういった報奨制度等はありませんが、解団式において各種⽬代

表から結果などの報告を発表していただいておりまして、それにより参加者への周知と激

励を受けているところです。

今後において、スポーツ協会の取組として県⺠スポーツ⼤会の成績向上に向けてどのよ

うな対策が有効になるのか、検証を始めていきたいと考えております。

○議⻑（沓掛義範） 佐藤昭⽣議員。

◆５番（佐藤昭生） ぜひ検証していただきたいと思います。
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インセンティブを与えることによって、選手のモチベーションの向上につながっていく

と思います。ぜひ前向きな検討を期待して、この項の質問を終わります。

○議⻑（沓掛義範） 次に、２、消防署の業務についての質問を許します。

佐藤昭生議員。

◆５番（佐藤昭生） 次に、消防署の業務について伺います。

市⺠の⽣命と財産を守るために、昼夜を問わず勤務されている消防署の職員と消防団の

皆様に改めて敬意を表します。また、⼤分市佐賀関の⼤規模⽕災にもいち早く応援に⾏か

れたことにも感謝申し上げます。火災で亡くなられた方へのご冥福と被災された皆様に心

からお⾒舞いを申し上げます。⼀⽇も早い復旧復興を願っております。

まず初めに、（１）おおいた消防指令センターについて。

おおいた消防指令センターが、昨年10⽉１⽇から本格運⽤が始まり１年を経過しまし

たが、この間にトラブル等はなく順調に推移してきましたか。また、今後の課題について

お伺いします。

（２）マイナ救急について。

本年10⽉１⽇から開始されているマイナ救急について、119番通報で駆けつけた救急

隊員は搬送される本⼈の名前や⽣年⽉⽇等の基本的な情報のほか、かかりつけの病院やこ

れまで服⽤している薬などの様々な情報の聞き取りを⾏いますが、この間のマイナ救急の

状況について伺います。

（３）消防署の人員について。

○議⻑（沓掛義範） ２、消防署の業務については、消防⻑より答弁があります。

甲斐消防⻑。

〔消防⻑ 登壇〕

◎消防⻑（甲斐慎治） それでは、消防署の業務についてのご質問にお答えいたします。

おおいた消防指令センターにつきましては、運⽤開始から１年が経過しました。従来な

かった映像通報により、⾔葉だけでは伝えることが難しい場合でも現場の状況を正確に伝

えることが可能となりました。また、本市消防本部に通信員を配備し、指令センターと緊

密に連携して各種災害・救急に対応しており、災害地点または救急現場の迅速な特定がで

きています。さらに、高機能機器により正確なルートで現場到着できるなど、効果的な運

用ができています。

マイナ救急につきましては、本年10⽉に運⽤を開始し、２か⽉が経過しました。本市

消防本部は、全救急⾞４台に専⽤機器を搭載し、救急出動363件のうちマイナ救急活⽤件

数は22件でした。本人から聴取できなかった追加情報を得られた事案が７件、会話が困

難な傷病者の代わりに情報を得ることができた事案が７件など、制度の有効的な活⽤がで

きています。

消防署の人員につきましては、本市消防本部の職員数は85人です。火災出動時は基本、

消防⾞１台に４⼈乗⾞し、初動３台が出動して消⽕活動を⾏っています。救急出動につい

ては、救急⾞１台に３⼈乗⾞し、活動しています。さらに、災害・救急の状況に応じ、⾮

番招集計画に基づき必要な⼈員を確保し、出動体制を整えています。今後も引き続き市⺠
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の安全・安心の確保に努めてまいります。

〔消防⻑ 降壇〕

○議⻑（沓掛義範） 佐藤昭⽣議員、再質問ありますか。

佐藤昭生議員。

◆５番（佐藤昭⽣） 市消防本部からおおいた消防指令センターに派遣されている職員の

交代時期について伺います。

○議⻑（沓掛義範） 甲斐消防⻑。

◎消防⻑（甲斐慎治） 本市職員の⼊替えは２年ごとに⾏う計画であります。次の交代は

令和８年４⽉に⾏う予定となっております。

○議⻑（沓掛義範） 佐藤昭⽣議員。

◆５番（佐藤昭生） 分かりました。

マイナ救急について再度伺います。

マイナンバーカードを保有していないと適⽤ができないと思います。９⽉定例会でも確

認いたしましたが、３か⽉たちました。マイナンバーカードの保有率について再度伺いま

す。

○議⻑（沓掛義範） 河野市⺠⽣活課⻑。

◎市⺠⽣活課⻑（河野康博） マイナンバーカードの保有率は、令和７年11⽉末現在79.

1％です。

○議⻑（沓掛義範） 佐藤昭⽣議員。

◆５番（佐藤昭生） ７月末が78.7％ということでしたので、微増ということですね。

12⽉２⽇からは、医療機関や薬局の受付で、保険証の利⽤登録をしたマイナンバーカ

ード、いわゆるマイナ保険証か資格確認書のどちらかの提示が原則として必要となってお

ります。そこで、顔認証付きカードリーダーが何らかの理由で使⽤できない場合の対応に

ついて伺います。

はじめに、マイナ救急の場合はどうなっているのかお伺いします。

○議⻑（沓掛義範） 甲斐消防⻑。

◎消防⻑（甲斐慎治） マイナ救急の実施にあっては、救急隊員が傷病者の顔とマイナン

バーカードの写真を確認し、本⼈確認を⾏うため、暗証番号の⼊⼒は原則不要となってお

りますが、ご本⼈が直接ご⾃分の４桁の番号を⼊⼒することもできます。また、マイナ救

急は原則傷病者ご本⼈の同意を得た上で実施しますが、ご本⼈が意識不明など同意するこ
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とが困難な場合に限り、生命・身体保護のため、同意なしで閲覧することができることと

なっております。

○議⻑（沓掛義範） 佐藤昭⽣議員。

◆５番（佐藤昭生） それは何か機材を持ってやるということの解釈ですか。

○議⻑（沓掛義範） 甲斐消防⻑。

◎消防⻑（甲斐慎治） 専⽤機器が４台全ての救急⾞に搭載されておりますので、専⽤機

器を使⽤して情報収集を⾏っています。

○議⻑（沓掛義範） 佐藤昭⽣議員。

◆５番（佐藤昭生） マイナ救急の場合は分かりました。

次に、⼀般的な医療機関受診の場合の対応について伺います。

カードリーダーが故障等で利⽤できない場合の医療機関の対応はどうなりますか。

○議⻑（沓掛義範） 河野市⺠⽣活課⻑。

◎市⺠⽣活課⻑（河野康博） 医療機関の対応といたしまして、顔認証ができない場合等

につきましては、目視モードの運用があります。これは、顔認証付きカードリーダーが正

常に動作しないなどの事象が発⽣した場合、医療機関の職員によりカードリーダーを⽬視

モードの設定に切り替え、マイナンバーカードの顔写真を⽬視で確認し、本⼈確認を⾏っ

た後、カードリーダーにマイナンバーカードを置けば、同意画面に進み、通常どおりの使

用ができるものです。

また、カードリーダーが故障等した場合ですが、顔認証付きカードリーダーの不具合の

発⽣時に備えて、医療機関等がモバイル端末を事前に準備しておくことで、マイナ保険証

によるオンライン資格確認が⾏える仕組みの導⼊も可能となっております。

○議⻑（沓掛義範） 佐藤昭⽣議員。

◆５番（佐藤昭生） これは実体験なんですけれども、発熱・せき外来で、病院の中に入

れない電話対応で、⾞の中から電話で症状を伝え、後で先⽣が来て検査をしたりするわけ

ですけれども、そのときにマイナンバーカードしかなくて、保険証の番号を教えてくださ

いと病院側から聞かれました。たまたまマイナポータルをスマートフォンに入れて、そこ

から保険証の番号を引っ張り出して答えたんですけれども、そういうスマートフォンとか

にマイナンバーカードの情報が⼊っていない⽅、あるいは、そもそも医療機関に顔認証付

きカードリーダーがない場合、患者の対応としたらどうしたらよろしいでしょうか。

○議⻑（沓掛義範） 河野市⺠⽣活課⻑。
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◎市⺠⽣活課⻑（河野康博） 患者の対応といたしましては、お持ちのスマートフォンに

よりマイナポータルの資格情報画⾯をマイナ保険証とともに医療機関等の受付で提⽰する

ことで受診いただきます。スマートフォンなどをお持ちでない方につきましては、ご加入

の医療保険者より通知されています資格情報のお知らせの⽂書をマイナ保険証とともに医

療機関等の受付で提⽰することで受診することができます。

○議⻑（沓掛義範） 佐藤昭⽣議員。

◆５番（佐藤昭生） 当面は加入している保険証の通知を持っていったほうがいいという

ことですよね、持っていたほうが。そういう解釈でいいですか。

○議⻑（沓掛義範） 河野市⺠⽣活課⻑。

◎市⺠⽣活課⻑（河野康博） 現在、カードリーダーは、ほとんどの医療機関、薬局等で

備付けだと思いますが、先ほど申しましたように、故障等の事象が発生する場合等があり

ますので、保険者から通知された資格情報のお知らせは大事に取っておいていただいて携

帯するなどの対応をしていただければと考えております。

○議⻑（沓掛義範） 佐藤昭⽣議員。

◆５番（佐藤昭生） 分かりました。

次に、消防署の人員について詳細を伺います。

消防本部の職員数は85名ということでしたが、適正人員ですか。現場で仕事ができる

⼈員は不⾜していないですか。

また、役職定年等で職場に残る⽅については、市役所の⼀般職とは違い、現場での業務

は⽋かせないと思います。年齢的に体⼒⾯も含めた限界もあると考えますが、いかがお考

えでしょうか、お伺いします。

○議⻑（沓掛義範） 甲斐消防⻑。

◎消防⻑（甲斐慎治） 消防署の⼈員が適正かというご質問ですが、現在85⼈で勤務し

ております。これは、消防⾞に基本４名、救急⾞には３名乗⾞ということで、現在、本署

１消防署、３分署の⾞両を運⽤することができる⼈員が85名ということになっておりま

すので、適正と認識しております。

また、定年延⻑に伴う職員の体⼒についてですが、これは国からいろんな通知も来てお

りまして、60歳を超す職員の体⼒の維持の仕⽅とか、あるいは採⽤試験であったり、階

級の昇任試験のときにも体⼒テストをするのですけれども、それに似たような検査をして、

最低限この体⼒を維持してくださいという通知も来ておりますので、そういうものを踏ま

えながら、体⼒を維持しつつ、現場の対応を⾏っていきたいと考えております。

○議⻑（沓掛義範） 佐藤昭⽣議員。
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◆５番（佐藤昭⽣） それは役職定年した⽅が残ったときは適正⼈員の中にカウントされ

るということですか。

○議⻑（沓掛義範） 甲斐消防⻑。

◎消防⻑（甲斐慎治） 85名の中にカウントされるということで認識しております。

○議⻑（沓掛義範） 佐藤昭⽣議員。

◆５番（佐藤昭生） 分かりました。

次に、令和５年６⽉定例会において、市職員の⼈材確保と職場環境について、さらに、

ちょうど１年前になりますが、令和６年12⽉定例会で健康経営についての質問の中で、

メンタルヘルスのマネジメントやケアについて消防⻑にお伺いしました。

当時、病気療養中の職員は４名いて、病気休暇中の職員に対しては職場復帰を円滑にす

るために、⽀援対策として消防本部総務課職員が適宜連絡を取り、体調や療養状況の把握

に努めている。また、医師の診断や本⼈の意向を踏まえ、慣らし勤務を⾏うなど措置を講

じている等の答弁をいただきましたが、間違いないですか。確認です。

○議⻑（沓掛義範） 甲斐消防⻑。

◎消防⻑（甲斐慎治） 議員おっしゃったような内容で間違いないと思っております。

○議⻑（沓掛義範） 佐藤昭⽣議員。

◆５番（佐藤昭⽣） １年前、病気療養中の職員は４名でしたが、その後、その４名はど

うなりましたか、お伺いします。

○議⻑（沓掛義範） 甲斐消防⻑。

◎消防⻑（甲斐慎治） ４名につきましては、３名が職場復帰しております。今、病気療

養中の職員は１名です。

○議⻑（沓掛義範） 佐藤昭⽣議員。

◆５番（佐藤昭⽣） もう３名は復帰したということで。

では、現在、病気療養を含め休職中の職員は何名ですか。

○議⻑（沓掛義範） 甲斐消防⻑。

◎消防⻑（甲斐慎治） 休職中と申しますか、今、育児休暇で１名の職員が休業中です。

○議⻑（沓掛義範） 佐藤昭⽣議員。
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◆５番（佐藤昭⽣） 病気療養中も１名ですよね。では、２名ということですね。分かり

ました。

次に、消防⻑の１年前の答弁では、病気休暇を取得する職員が発⽣しないように、未然

に防ぐためのメンタルヘルス研修を⼤分県公認⼼理師協会から講師を招いて11⽉５⽇、

６⽇に⾏いました。引き続き、職員が⼼⾝ともに健全で仕事に専念できるように、職場環

境づくりに努めてまいりたいと思いますと答えています。

さらに、個人にストレスがないということが職場にとって大きな課題です。その個人が

最⼤限⼒を⽣かせることにもなりますので、今後とも職場全体で意識を⾼めながら職場の

質の向上に努めてまいりたいと思いますとも答えております。

その気持ちは今でも持ち続けておられますか、確認です。

○議⻑（沓掛義範） 甲斐消防⻑。

◎消防⻑（甲斐慎治） 私が答弁した内容で間違いないと認識していただいて結構です。

○議⻑（沓掛義範） 佐藤昭⽣議員。

◆５番（佐藤昭⽣） それでは、令和５年度の消防職員委員会において、委員により実施

することが適当とされた職員が幹部に直接質問できる職員例会の開催を求めたが、⼀度も

開催していないということですが、間違いないですか。また、開催していない理由があれ

ば、お伺いします。

○議⻑（沓掛義範） 甲斐消防⻑。

◎消防⻑（甲斐慎治） 近年、職員例会を開催していないのは、事実です。

職員例会は、服務規程の中にうたわれておりますが、消防⻑及び消防署⻑が必要と認め

るときに開催するということになっております。過去に開催した例は、現在建っている消

防庁舎、本署の庁舎の問題、あるいは救急ワークショップといいまして、これは病院で救

急隊が救急⾞を持って⾏って研修を受けながら、救急事案が発⽣した場合には、その病院

から出動するというものですけれども、これは他の病院との絡みもありまして、実現しな

いということに現在はなっております。

そういった職員全体で⼤きな問題を解決するために、情報提供をしたり職員の意⾒を聞

いたりするときには開催しますが、近年はそういった問題が発⽣していませんので、今の

ところは、先ほども話に出てきました消防職員委員会で問題解決に至っておりますので、

近年は開催していないというのが現状です。

○議⻑（沓掛義範） 佐藤昭⽣議員。

◆５番（佐藤昭生） 大きな問題というより、人が大事ですから、人を対象にしたもので

すから。先ほど消防⻑の答弁にありましたけれども、豊後⼤野市消防職員服務規程により

ますと、職員例会、第16条、消防⻑または消防署⻑は、必要に応じ職員例会を開き、そ
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の後が大事なんですよ。消防事務の周知と、この後です、融和協調の実を期するものとす

るとあります。

融和協調の実を期するとは、異なる⽴場や考えを持つ⼈々が、互いに理解し、協⼒し合

う。そのことによって、具体的な成果や結果を目指すという意味で、意⾒の違いを恐れず、

互いの考えや懸念を率直に話し合う環境をつくることです。ぜひ職員例会を開いてオープ

ンマインドでコミュニケーションを実⾏してください。この件につきましては、再度、次

の定例会で、開いたかどうかの確認いたします。

最後に、議員としての範疇、私の議員としてはどこまで言っていいのかという範疇であ

りますが、そういうものを探りながら、過去の質問で警鐘を鳴らしてきたつもりでありま

したが、いろんな職員の⽅、ＯＢの⽅から意⾒をいただきまして、何ら改善されていなか

ったと判断して、今回はこのように一歩踏み込んだ質問となりました。

早急な対応と改善を強く要求し、この項の質問を終わります。

○議⻑（沓掛義範） 次に、３、地域振興協議会についての質問を許します。

佐藤昭生議員。

◆５番（佐藤昭生） 次に、地域振興協議会について質問いたします。

65歳以上の⼈⼝が50％を超える旧⼩学校区を単位とする⾃治会の設⽴を⽀援する地域

振興協議会について、以下の２点について伺います。

（１）地域振興協議会の具体的な取組について。

（２）今後の進め方や課題について。

○議⻑（沓掛義範） ３、地域振興協議会については、まちづくり推進課⻑より答弁があ

ります。

古庄まちづくり推進課⻑。

〔まちづくり推進課⻑ 登壇〕

◎まちづくり推進課⻑（古庄英之） それでは、地域振興協議会についてのご質問にお答

えいたします。

本市では、急速な少⼦⾼齢化が、⾃治会活動や住⺠相互の助け合いなど、集落機能に⼤

きな影響を及ぼすことに対処するため、旧⼩学校区を単位とした地域振興協議会の設⽴を

推進しています。この地域振興協議会への支援としては、協議会の運営や企画など事務局

的な役割を担う地域⽀援員の配置による⼈的⽀援や、拠点施設の維持管理や地域の特⾊あ

る活動にかかる費⽤について、地域づくり交付⾦などによる財政的⽀援を⾏っており、本

年11⽉時点で11協議会が活動を⾏っています。各協議会では、こうした市の⽀援策のほ

か、国や県などの補助事業を活⽤しながら地域課題の解決に向けた特⾊ある活動を⾏って

いるところです。

地域の特色ある活動として、大野町の土師振興協議会ではキャンプ施設ふるさと体験村

の運営を⾏っており、三重町の松尾・鷲⾕振興協議会では⽊造校舎の旧三重町南⼩学校を

改修し、地域住⺠の拠点としてだけでなく、市内幼稚園やスポーツ団体などの受⼊れを⾏

う体験施設としても活⽤し、交流⼈⼝の創出や⾃主財源の確保につなげています。また、

⽝飼町のながたに振興協議会では、⾥⼭の放置された⽵林を伐採し⽣活環境を守るととも
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に、伐採⽵を活⽤してチップ燃料や堆肥化、酵素⾵呂などに取り組んでいます。本年度か

らは耕作放棄地を活用したマコモの栽培に取り組むなど、コミュニティビジネスの展開を

続けています。緒方町の小富士地区振興協議会では、部会を設けており、企画部会ではパ

ークゴルフ大会やグランドゴルフ大会、小富士山歩こう会などの開催、福祉部会では合同

サロンや独り暮らしの⾼齢者を対象にしたふれあい会⾷会の開催などを⾏っています。ま

た、有志の⽅々が、地域の⽅が顔を合わせる機会をつくることを⽬的に、花⾒や⽉⾒、お

弁当づくり、そうめん流し、ヨガ教室や⾳楽を楽しむ会などを開いています。地域⽀援員

や役員だけに頼らず、地域の⽅が協⼒し、楽しみながら⾃主的に地域のにぎわいづくりを

⾏う体制が取られています。

今後も引き続き、未設⽴地域の⾃治会等と協議を重ね、地域振興協議会の設⽴を進めて

まいります。また、協議会の活動が横展開できるように、全協議会による勉強会や県の研

修会の場を活⽤して情報共有を⾏い、地域コミュニティの維持・活性化に努めてまいりま

す。

〔まちづくり推進課⻑ 降壇〕

○議⻑（沓掛義範） 佐藤昭⽣議員、再質問ありますか。

佐藤昭生議員。

◆５番（佐藤昭生） 協議会の横のつながりについて、具体的なものを伺います。

地域ごとに工夫されていることは、よく分かりました。11地域ということですので、

今のうちに支援員の在り方等、情報交換等を含めて協議会同士の連絡体制をつくり、これ

は仮称ですけれども、地域振興協議会連絡協議会なるものを設置してはいかがでしょうか。

○議⻑（沓掛義範） 古庄まちづくり推進課⻑。

◎まちづくり推進課⻑（古庄英之） 議員ご指摘のとおり、協議会の横のつながりは、活

動の波及や課題の共有、そして組織運営の改善に重要であります。協議会の運営は地域支

援員だけでなく、関わる仲間づくりも必要であり、そのためにも他の協議会の状況を知る

機会として、今後も全協議会の研さんや意⾒交換の場を設けるなど、横の連携づくりを⽀

援していくところは必要と考えております。また、そういった議員ご指摘の内容につきま

しては、引き続き調査研究してまいります。

○議⻑（沓掛義範） 佐藤昭⽣議員。

◆５番（佐藤昭生） 調査研究するまでもなく、つくればいいと思いますので、よろしく

お願いします。

それでは、設⽴の予定について伺います。

未設⽴地域の⾃治会等と協議を重ね、設⽴を進めるとありましたが、市内全域とはいか

ないまでも、予算の関係もあると思いますが、今後どの程度設⽴する予定ですか、お伺い

します。

○議⻑（沓掛義範） 古庄まちづくり推進課⻑。
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◎まちづくり推進課⻑（古庄英之） 今後の設⽴予定地域についてですが、⾼齢化率が5

0％を超えた地域につきましては、設⽴を推進する地域として、今後、協議会の設⽴を促

していきたいと考えております。

○議⻑（沓掛義範） 佐藤昭⽣議員。

◆５番（佐藤昭⽣） その協議会設⽴の進め⽅についてお伺いします。

○議⻑（沓掛義範） 古庄まちづくり推進課⻑。

◎まちづくり推進課⻑（古庄英之） この協議会の設⽴の進め⽅ですが、まずは関係する

区⻑会にご説明いたしまして、ご理解いただいた後に、区⻑会のほか各種団体、また⼥性

や若者など地区内のキーマンが集まって話し合う場を⽴ち上げまして、地域課題の解決⽅

法や活⼒づくりの⽅法などを考えていくことになります。

また、その話合いの中で、協議会制度の必要性を認識いただきまして、協議会設⽴の機

運を⾼めていき、設⽴に向かっていきたいと考えています。

○議⻑（沓掛義範） 佐藤昭⽣議員。

◆５番（佐藤昭⽣） これは、まちづくり推進課の職員が⾏うということですか。

○議⻑（沓掛義範） 古庄まちづくり推進課⻑。

◎まちづくり推進課⻑（古庄英之） これまでの事例といたしましては、まちづくり推進

課と、あと県の中間支援組織を活用しまして、また、地域の役員と一緒になってお話を進

めながら、地域のよりよい方法を探っているところです。

○議⻑（沓掛義範） 佐藤昭⽣議員。

◆５番（佐藤昭生） 関連があるんで、総務課も関係あるのかなと思うんで、自治会活動

との違いについて、線引きが曖昧になることはないでしょうか、お伺いします。

○議⻑（沓掛義範） 古庄まちづくり推進課⻑。

◎まちづくり推進課⻑（古庄英之） 地域振興協議会につきましては、複数の⾃治会を包

含する組織として、⾏政と地域が協働しながら地域の将来像の策定や活性化事業を推進す

る地域づくりの中核となる組織となります。自治会が日々の地域運営を支えるのに対しま

して、地域振興協議会は中⻑期的な地域課題の解決や地域振興を担うものであり、双⽅が

連携して、地域⼒の維持、そして向上を図ることが重要であることから、本市も引き続き

⽀援を⾏っていくところです。
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○議⻑（沓掛義範） 佐藤昭⽣議員。

◆５番（佐藤昭生） 最後になりますが、地域振興協議会というのは豊後大野市独自のも

のでしょうか。

○議⻑（沓掛義範） 古庄まちづくり推進課⻑。

◎まちづくり推進課⻑（古庄英之） 地域振興協議会という名前で⾏っているのは本市の

取組ではありますが、全国的には地域運営組織とかＲＭＯとかいう形で取り組んでいると

ころです。

○議⻑（沓掛義範） 佐藤昭⽣議員。

◆５番（佐藤昭生） 国も地方創生2.0を打ち出していますので、ぜひ続けていただきた

いなと思います。

以上でこの項の質問を終わります。

○議⻑（沓掛義範） 次に、４、市⽕葬場の残⾻灰の売渡しにかかる⼀般競争⼊札の導⼊

についての質問を許します。

佐藤昭生議員。

◆５番（佐藤昭生） 市火葬場の残骨灰の売渡しにかかる一般競争入札の導入について伺

います。

私たちれいめい会の前議員が、令和４年９⽉定例会から令和６年12⽉定例会まで計８

回の質問をやっておりました市火葬場の残骨灰の売渡しにかかる一般競争入札の導入につ

いてであります。今回、引き継ぐ形で質問させていただきます。

昨年12⽉定例会の最終的な答弁が、⾅杵市において、野津町区域を対象とした残⾻灰

の取扱いに関するアンケート調査が終了しましたので、今後、⾅杵市との事務協議を⾏い、

本市にとって最善の方法を選択できるよう努めてまいりますとのことでした。本市にとっ

ての選択と今後の⾒通しについてお伺いします。

○議⻑（沓掛義範） ４、市⽕葬場の残⾻灰の売渡しにかかる⼀般競争⼊札の導⼊につい

ては、環境衛⽣課⻑より答弁があります。

関⾕環境衛⽣課⻑。

〔環境衛⽣課⻑ 登壇〕

◎環境衛⽣課⻑（関⾕隆⼀） それでは、市⽕葬場の残⾻灰の売渡しにかかる⼀般競争⼊

札の導入についてのご質問にお答えいたします。

残⾻灰の取扱いにつきましては、⾅杵市との協議が調い、令和８年度からの売渡し実施

に向けて事務を進めているところです。現在、来年度初旬での契約を⽬指し、⼀般競争⼊

札の実施に向けて、入札公告等の準備を進めております。

〔環境衛⽣課⻑ 降壇〕
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○議⻑（沓掛義範） 佐藤昭⽣議員、再質問ありますか。

佐藤昭生議員。

◆５番（佐藤昭⽣） 来年度やるということで、ありがとうございました。

別府市では、残⾻灰の売却益を⾼校⽣の奨学⾦に上乗せするという新聞記事もありまし

た。活用策もいろいろ考えられますので、今後、取り組んでいただきたいと思います。

以上で全ての質問を終わります。

〔５番 佐藤昭⽣質問者席降壇〕

令和7年12⽉17⽇

△発言の訂正について

○議⻑（沓掛義範） ここで、消防⻑から、12⽉８⽇、５番、佐藤昭⽣議員の⼀般質問

における答弁での発言について、その一部を訂正したいとの申出がありましたので、発言

を許可します。

甲斐消防⻑。

〔消防⻑ 登壇〕

◎消防⻑（甲斐慎治） 議会最終⽇の貴重なお時間をいただきまして、誠にありがとうご

ざいます。

それでは、私から、12⽉８⽇に⾏われました⼀般質問において、５番、佐藤昭⽣議員

の消防署の人員についてのご質問に対する答弁の中で、間違いがありましたので、訂正さ

せていただきます。

１年前、病気療養中の職員は４名でしたが、その後、その４名はどうなりましたかのご

質問に対し、４名につきましては、３名が職場復帰しております。今、病気療養中の職員

は１名でございますと答弁いたしましたが、実際には、２名が復職、１名が退職、１名が

病気療養中です。

今回、私の確認不⾜によるものであり、深く反省いたしますとともに、今後このような

ことがないよう注意してまいります。このたびは誠に申し訳ありませんでした。

〔消防⻑ 降壇〕


